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1.　はじめに － 人工知能技術の現状と課題

2015 年に深層学習（ディープラーニング）に基づく機
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このように教師信号を用意するだけで，入力信号から欲

しい出力を直接学習できることを“ end-to-end の学習が可
能である”という．これだけに着目すると，もはや AI に
よってあらゆることが簡単に実現できそうにも見えるが，
実際はそう容易ではないことに注意する必要がある．現時
点では，人が深層学習のための回路網の構造や学習法を考
えて，プログラムに与えている．最近，国内外で研究され
ている AutoML



4 IHI 技報　Vol.62  No.1 ( 2022 )











9IHI 技報　Vol.62  No.1 ( 2022 )




